








　気管支喘息の子供達(以下喘息小児と略す)の治療には,それぞれ対症療法と

根治療法等があげられるが,薬理学やアレルギー,免疫学の進歩によってより有

効でかつ安全な治療法が開発されつつある。しかしながら発症を用いるべきで,

唯一の治療法で効果を期待するには無理がある。さらに大切なことは,医療の

みならず教育も含めた総括的な療育(total care)として,喘息というハンディ

キャップを持つ子供達にできるだけ健康児の生活に近づけようとさせる努力を

惜んではならない。


